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1 ) この課題に關連して，われわれは以下の硏究を發表している。狹閒直樹『共同硏究 梁
%超──西洋代思想の容と治日本』みすず書&，1999 年 (中譯『梁%超・治日
本・西方──日本京都大學人科學硏究'共同硏究報吿』社會科學獻出版社，2001
年)；同『西洋代と中華世界』京都大學學出版會，2001 年。また，J. A. Fogel ed.,
The Role of Japan in Liang Qichao's Introduction of Modern Western Civilization to China,























































東 方 學 報
608〔133〕
3 ) 小泉仰『西周と歐米思想との出會い』三嶺書&，1989 年。參考獻に擧げられた硏究は
1960 年代からのものを含む。表題どおり，「出會い」と西の思想の歐米思想	上における
	位置づけに獨到の寄與をなした。








6)は政十二年二Z三日 (1829. 3. 7) に生まれ，治 30 (1897) 年 1Z 31 日に沒
















































































8 ) 尾¥正英「山崎闇齋の思想と朱子學」『	學雜誌』第 65 卷第 9號，1954 年，22 頁。ただし
闇齋の著作『會筆錄』は，島田虔によれば，東アジア朱子學	上「永久に殘るすぐれ
た著作」とされる (源了圓『德川思想小	』中央公論社，1973年，35 頁)。
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12) 森鷗外「西周傳」『鷗外集』第 3卷，岩波書店，1972 年，59 頁。
13) 手塚律藏 (1823-1878別名瀨脇壽人) 印怨塾を開く。西が師事したのは，嘉永六，七年に
本Í元町へ移っていた頃のことである。(集③解說 92 頁)







































18) 『太陽』第 5卷第 13號，「治十二Õ」，1899 年，64 頁。
19) 津田眞「性理論」，大久保利等『津田眞集』上，みすず書&，2001 年，17-21 頁
(一部，影印手稿［津田集，7-15 頁］によって改めた)。ただし，初の 4行は西周集





この「性理論」にたいする西の跋 (集① 13頁) はこうである。西洋の學が傳わって










荒々」から「尤精妙者也」(14 頁 5行) までで，「宇宙論」である。第二段は「人身之



















































24) 山田慶兒『朱子の自然學』岩波書店，1978 年，420 頁。
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29) 心臟の空處に「性」がやどるという朱子の說 (三浦國雄『朱子』287頁) などを念頭に置
いての立論であろうが，大槻玄澤『重訂解體怨書』1826 は，腦がH識を藏し，それゆえ一
身の宗とする'という重大なことがらが中國の獻のどこに見られるかをくわしく考證し

















































年の江戶で洋學塾を開く者 58 人，未登錄を加えると 100 人は居た，とY海舟はいう。ま
た久元 1861 年，淸國人が洋學を解するもの 11 人と言ったのにたいし，福澤諭吉は日
本には 500 人は居ると言っている33)。淸國にくらべると多いが，なお初發の段階であっ
たことがわかる。ついで辭書を見てみると，わが國洋學	上に畫な業績である，堀
之助著『英和對譯袖珍辭書』は久二年に 200 部印刷された。その再版は慶應二 1866



















33) ø生義輝『世日本哲學	──幕末から治維怨の%蒙思想』¥書店，1942 年，164 頁。












































西周たちの一行は，久二年六Z十八日 (1862. 7. 14) に軍艦咸臨丸に乘´して品川を出
帆した。本²の軍艦操練'の留學生は內田恒郞 (正雄)，榎本釜郞 (武揚)，澤太郞左
衞門 (貞說)，田口俊 (良直)，赤松大三郞 (則良) の 5 人に「職方」吉川庄八，中島È
吉，大野彌三郞，上田寅吉，大川喜太郞，山下岩吉の 6 人を加えた 11 人，ほかにポンペ
の下で醫學修業中の伊東玄伯 (方成)，林硏海 (紀) の 2 人も加わり，西，津田とあわせ
て總勢は 15 人であった39)。海軍の本²と付錄の醫學班・學班といったところである。
體の責任者は內田であった。û中，いろいろあって八Z二十三日 (9. 16) に長崎に着い
た。
九Z十一日 (11. 2) に長崎からオランダ´カリプス Kallippus號に乘´して日本を離れ
たのだが，同´がジャワ島北方で座礁したため，バタビアでオランダ´テルナテ Ternate
號に乘り奄えた。久三年四Z十六日 (1863. 6. 2) 夜にオランダのブローウェルスハー
フェンに入üした40)。6Z 4 日夕にロッテルダムに到着，上陸後，汽車にてライデンに向
かい，8 時すぎにライデンに着いている。この時，ライデン大學の日本學敎Éホフマン
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39) 大久保利著『幕末和蘭留學關係	料集成』雄松堂書店，1982 年，總說 30-31 頁。
40) 宮永孝「幕末オランダ留學關係年表」，大久保利著『續幕末和蘭留學關係	料集成』雄
松堂出版，1984 年。
41) ｢五科口訣記略」，集② 138 頁。1864 年 7Z 13日付，ホフマンのフィセリング宛書û。
沼田郞「ライデンにおける西周と津田眞──フィッセリングとの復書鯵をNして」






ングは 6Z 7日付の安着祝をホフマンにôっている (沼田論「書狀 2號」1863. 6. 7 付)。西
たちが指d敎官はフィセリングと知ったのは到着後しばらく經ったあとのことだったら
しく，6 Z 14 日に喜びの思いの丈を吐露した書ûをôっている (沼田論「書狀 3 號」
1863. 6. 14付)。
さて，西たちはオランダ到着以に´中で自分たちの學»希Âを違していた。ホ























44) 沼田論「書狀 1 號」。『西周集』には，沼田が參照した板澤武雄譯が收められている
(② 701 頁)。なお，オランダ語獻については「五科學»關係蘭 5復書鯵集」(大
久保利『幕末和蘭留學關係	料集成』) に收めるタイプ打ち整理稿を參照した。
45) オランダ語の Philosophie とWijsbegeerte は，者がラテン語系の外來語，後者がその譯












いることから，これまでみな 6Z 16 日付のものと解されてきた46)。しかし，西たちの
蘭書ûがホフマンの手に渡ったのが述したように 6Z 12 日，ホフマンがフィセリン
グにそれを渡すと吿げたとされる書ûは 6Z 15 日付 (沼田論「書狀 12號」；これには年







たちの蘭書ûは 6Z 19 日付ホフマン書ûに同封されてフィセリングにôられた。フィ
セリングは「覺書」を 6Z 16 日に作ることはできないのである。そして，「五科學»關
係蘭 5復書û集」'收對應書ûの日付は“16 July 1963”である (番號はないが第
四番目の書û，181 頁)。つまり津田は譯し，のちに西が正しい日付を提示していたので
ある。津田が譯 (と言うより書き閒い) をしたのは，その年の 7Z 16 日がたまたま和
曆六Z一日であったことに關わっているかもしれないと推測される。
くりかえすが，フィセリングの「覺書」は 7Z 16 日に書き上げられた。その內容48)
東 方 學 報
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46) ｢五科學»に關するフィセリングの覺書」，集② 142-145 頁，付寫眞。また，『津田眞
集』上，92 頁。沼田論 (1983年)「書狀 4號」がその「覺書」だが，沼田は譯の末に
西譯の日付が 7Z 16 日 (集② 134,136,138 頁) であることをk記しているにもかかわら
ず，なおかつ 6Z 16 日に掛けている。菅井論 (k 35'揭，1983年)，宮永孝「オラン
ダにおける津田眞」(大久保利『津田眞 硏究と傳記』みすず書&，1997年，138
頁) も 6Z 16 日說。それだけ，津田譯が威力を持っていたのである。
47) これを，「五科學»關係蘭 5復書û集」'收對應書ûの目では「7Z 19 日」と
る。とにかく，この日付問題は不思議なほどが複雜に絡み合っている。
48) 沼田論「書狀 4號」。五科目の譯語は西周「五科口訣紀略」(集② 138 頁) をÊってお
り，( ) 內は今日の譯語である。オランダ語は一部省略した。
は，以下のようなものであった。西たちのVÂに應えるために「政事學 (政治學)
Staatswetenschappen の原理」を敎Éする。「政事學には，一 性法學 (自然法) Natuur-
regt，二 萬國公法學 (國際公法) Volkenregt，三 國法學 (國法學) Staatsregt，四 經










Economie に當たるオランダ語の別のことば Staathuishoudkunde はやはり經濟學と譯




















52) 惠頓著，丁韙良 (William A. P. Martin) 譯『萬國公法』京都 (北京) 崇實館，1864 年。同，
開成'刻本，1865 年。原書は，Henry Wheaton, Elements of International Law。
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54) 菅井凰展「幕末における日蘭液の一齣」。









口訣紀略」では「經濟學」(同上 138，139 頁) にもどっている。
ここにして思えば，西たちが´上で書き上げた「關係者各位」宛の書ûにいう







義は，五科を上揭「口訣」どおりにじて二年後の 1865 年 11Zにおわった。津田




































美ヲ盡候」(集③ 626 頁) といっていることから，出國時のö÷が十分に成されたこと
がわかる。まさに「滿載而歸」，一抹の寂しさはjったにしても，滿足感にあふれた歸國
















言っている (集③ 626 頁)。「御儒者」とは學長だから，地位はたしかに高かったが，地
位はÂむところではなかったといい，俸給に對する不滿を§直に漏らすのはめずらしい。














15 代將軍となったのは十二Z五日 (1867. 1. 10) のことである。その直後，十二Z二十五
日には孝天皇が痘瘡でíした。かくして討幕Ç動に拍車がかかり，©三年十Z十四
日 (1867. 11. 9) に慶喜はそれへの對應策として大政奉¢上表を提出する。しかし，討幕_
は一步をTめて十二Z九日 (1868. 1. 3) には王政復古を宣布した。窮した慶喜は大謁に

























哲學の端初」『國際硏究論集』第 9 卷第 1號，1997年)。しかし，「生性發蘊」では哲學と
心理・物理を關係させて論じており (集① 45 頁)，該はルイスの解說書に依據したも








には人閒に固jの「自自立ノ權」(同 282 頁) や人閒にとって必須の「相生養ノ」(同
284 頁) が在ることを丁寧に說いているのである。
さて慶喜は，將軍職就任後，頽勢を輓回しようとして種々方策をじたが，その一と




す，と四Z二十六日に津田眞に書いている (同 665 頁)。そして五Z九日には，「此順ニ
而は中興之業もÂj之義ニj之」と松岡¬に書くにいたった (同 634 頁)。そのようで
あったからであろう，五Z十九日には「奧詰竝」を命ぜられた。側中の側への取り
立てだが，「奧詰」といっても自分の塲合は「侍讀」および政治書「譯御用」なのだ，
と「大ニ得Hニj之候」であった (同 635 頁)。
そして，西の學識が發揮されるときがやってきた。「大政奉¢」である。將軍を頂點と
する二百餘年來の政體を，天皇を高位とするものに成替えしようというのである。



























義譯・刊行一覽表 (集② 704 頁)62)を揭げる。
原名 西の譯語 譯書 譯者 刊行年
Natuurregt 性法之學 『性法說W』 西周 治 12 年刊
『性法略』 神田孝 治四年刊
Volkenregt 萬國公法之學 『萬國公法』 西周 慶應四年刊
Staatsregt 國法之學 『泰西國法論』 津田眞 慶應四年刊
Staatshuishoudkunde 制產之學 譯書なし (津田眞擔當)
















62) 大久保利「津田眞の著作とその時代」『津田眞 硏究と傳記』30 頁'揭の表により，
一部を補った。
63) 大久保利「津田眞の著作とその時代」『津田眞 硏究と傳記』39 頁。
から慶應四年四Z以に，民版は京都の「竹苞樓・瑞巖堂」から同年夏に刊行された。









た。(集② 698-700 頁) ところが，西も生に知ることのなかった『性法說W』(國會圖書
館，代デジタルライブラリー) が高田義甫を出版人として治 12 年 10Zに刊行されてい







｢政表學」は津田譯『表紀提綱 一名政表學論』が治 7年 10Zに太政官政表課より
刊行された。本書は「日本代瓜計學成立	上極めてH義の深い古典」とされる。「制產
學」は，フィセリングが自著を敎材にして義し，津田が擔當した譯は完成しなかっ

























存ノ權」，「言行ノ權」，「用物ノ權」とつづき， 15よりなる。「總論」は 15條，第 1
條「性法ハ人ノ性ニ基ク'ノ法ナリ」，第 2條「人ノ世ニ在ル相生養セサルヲ得ス，命ナ

























































65) 田岡良一「西周助『萬國公法』」『國際法外雜誌』第 71 卷第 1號，1972 年。






















































































































74) Simon Vissering, Handboek von practische staathuishoundkunde, eerste deel, 1860-61, en
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Outlines of Social Economyを蘭譯より重譯したもの。
78) ｢開題門」の執筆時を，ø生義輝が治三年起稿とするのにたいし，大久保は，e定は難





































るためには「餘岡目ヨリ百敎ヲ見下サネバナラヌ」(集① 289 頁) ということにらか
である。
82) ここは，者大久保利の解釋と衣なる。
83) ｢晏比離」が「實事に就て學ふ」(emperic；「百學連」，集④ 21 頁) のH味であるとし
ての解釋である。
↗
84) 金森修『科學思考の考古學』人書院，2004 年，232 頁。ちなみに，西のコント理解は
George Henry Lewes, Comteʼs Philosophy of the Sciences, being an Exposition of the












集① 59-60 頁) と，今の科學とほとんど同じH味で使われるようになる。「理學」の用語と
しての變
についてその一端を『治のことば辭典』で見てみると，philosophy の譯語



















らさるへし」(集④ 182 頁) と斷言している。
以上，「開題門」で初步に提起されたことどもは，治 6 年 (1873) の違である
「生性發蘊」(集① 29-129 頁) においてより確かつ詳細に述べられているので，それに
依據していくつかの問題を見てみよう。
まず，フィロソフィは「理學，理論ナト譯スルヲ直譯トスレトモ，他ニ紛ルコト多キ爲
東 方 學 報
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メニ今哲學ト譯シ，東洲ノ儒學ニ分ツ」(集① 31 頁) という。現存する違で「哲學」が
用いられた初のものである (刊行物では治 7年の『百一怨論』)。また，psychology の譯語
に「性理學」を當てて，者が「專ラ靈魂ノ體」を論じ後者が「心性ノ用」を論じるという





は「神理學 (テオロジ)」，「超理學 (メタフィシック)」，「實理學 (ポシチーウ)」の三段階
(卽ち，神學/形而上學/實證の三段階の法則) があって，學の見解はそれに應じて














うとすることにあるという。(集① 93-94 頁) これはルイスの書を譯した部分である。
さて，第三の「實理學」の段階である。それを切り開いたのはコントであるが，その
『實理哲學	』は，西にとって，「哲學未曾jノ大模範ニシテ，體ヲ擧テ，皆眞ナリト





86) ｢百學連」では psychology, metaphysics にたいして「性理學」を當て，「百學連覺書」
では psychology に「心理學」の語をも當てている (集④ 415 頁)。
諸分野において提起されはじめたばかりの時なのである。コントの「實理ノ哲學」とは，
その段階の學を天學・格物學 (物理學)・學・生體學 (生物學)・人閒學 (後述) の
「基本ノ五學」に分け，「人閒學」をも四者の學と一貫させた學理にもとづく體系とし
てJ成することをH圖したものであった。ルイスの書を介して西が理解したその體系は




れており，上揭の表では「相生養」を「見象ノ一」にあげている (集① 59-60 頁)。現在











う (集① 63-65 頁) という。
西はまた，人閒は複雜だから「性理」だけでは盡くせないと指摘する。しかし，「人
東 方 學 報
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87) ｢生元說」は animism の譯語，生活の本を靈魂に求めるもの。のち，「機生學 organism」








































88) 沼田論「書狀 30號」，1871. 12. 15付。やや後に津田も，日本人は「ヨーロッパの表
面だけを見」て，「その繁榮をもたらした基本法則には目を向けて」いない，とフィセリン
グに書きôっている (沼田論「書狀 35號」，1873. 2. 20付)。
これらの下位に擧げられる學の分野は，たとえば哲學なら，致知學 Logic，性理學
























置づけられる (集① 32 頁)。この「獨知」には「コンシアンス」とルビがふられ，西は
それに「己レ獨知リテ他知ルニSハサル'大學 (傳第六違) ノ獨知ト同シ」(同 34 頁) と
kしている。







































成とその展開』汲古書院，2001 年) を擧げておく。また，FedericoMasini, The Formation
of Modern Chinese Lexicon and its Evolution toward a National Language : The Period from
1840 to 1898, Berkley, U. S. A., 1933 (黃河淸譯『現代漢語詞彙的形成――十九世紀漢語外
來詞硏究』漢語大詞典出版社，1997，は劃的な勞作である。
92) 栗島紀子「譯語の硏究──西周を中心に」『東京女子大學日本學』第 27 號，1966 年。
のち，森岡永二著『代語の成立 治語彙』治書院，1969 年，'收。
93) 手島邦夫「西周『致知%蒙』の譯語」『藝硏究』第 147 集，1999 年。
























けつ」(同 309 頁；圈點は西) と丁寧に說している。「五原怨範」は治三年九Z下旬の上
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95) 三輪修三「幕末維怨の理工學書と在華外人宣敎師──代日本理工學	の一斷面」『日
本機械學會誌』Vol. 96, No. 890，1993年。









き出だす考え)」(集① 328 頁) であるが，「五原怨範」では「演繹」「鉤引」(① 372 頁；「○
○法」などとする接尾辭は 象)，「百學連」同 (④ 23頁)，「致知%蒙」も同じである (①
408 頁)。手島は「五原怨範」に“deduction”は無いというが，372 頁欄外の“reduction”
は“deduction”である。他にも“reduction”になっている箇'がいくつかjるが，それ
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98) ここの［ルビ］と下線 (集本では傍線) は西，句讀點は狹閒。ちなみに，ぬしは 辭
subject，きめは賓辭 predicate (同 322 頁)。
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